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号外
2009年5月27H

表紙写真 用水路（手前）によって砂漠化していた大地が緑の田畑に蘇ったスランプール (2009年 4月）。向かいに見えるのは

パキスタンとの国境を陥てるスレイマン山脈

濯漑用水路完成閻近特別号（号外）

ここにこそ動かぬ平和がある

多くのアフガン人と自分は仕事をしてきた

中村先生の両手は花で溢れていた

四年ぶりの訪問 言葉を超えた感動に包まれ

中村哲

松永貴明

村井光義

村上優

ペシャワール会は、 1983年9月、中村哲医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され

ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願つています。
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5月 11日、マドラサの体験入学式。子供たちにもらった礼束を手にする中村医師

D沈砂池0)柳も繁る。左手クナール河につき 出した石出し水制 取水n水門。洪水に幾度も耐えた

砂漠化していた K池付近にも 麦畑が胆った 難工事の G岩揺は、階段状の盛上をして水路を迎した。地

f！侑d）庫欠1じを'lljlが防 ぐ
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岩盤まわりの難工事Q1池

X
¥
 

7
 

用水路最大のQ2貯水池

マルワリード用水路要図

シェイワ用水路の灌漑域 F,G 
ヽ

マルワリード直接灌漑地(09年5月） H 

年内に灌浪夕丁間~...,'-1 " I, • 
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ヌール渓谷'iふ
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出し水制群②

ガ

シェイワ用水路
取水口

．，`｛ 

①D沈砂池

②切通しトンネル

③切通し

I----< 1 km 

--•• 岩盤稜線
貯水池

・ー用水路

国道
------り分水路

建築中のモスク（左）とマドラサの遠望

600人以上が学べるマドラサ

ガンベリ砂漠に植えられたガズの砂防林

自立定着村の境界壁（ガンベリ）
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ここにこそ動かぬ平和がある
用水路は珊地活動25年の記念碑

どんな人間でも、自分が育った宇宙がある。それは、善悪や美醜のものさしを提供するだけではな

い。同時に、人知が超えてはならぬ神聖な普遍性を戴いている。「どんな悪人でも許され、どんな

善人でも裁かれる」という逆説的な自然の事実が隠されている。それ故にこそ、人はその前で謙虚

になり、自由を感じ、人間らしい感性を保つことができる。用水路はまさに、地域はもちろん、こ

れを支える日本側の人々の謙虚な祈りにも支えられて、実現したのである。

PMS （ペシャワール会医療サービス）総院長 中村哲

五
月
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
酷
暑
の
夏
が
到
来
し
た
。

め
ま
い
を
起
こ
す
よ
う
な
強
烈
な
陽
射
し
に
あ
ぶ
ら

れ
、
目
つ
ぶ
し
の
砂
嵐
に
吹
か
れ
な
が
ら
も
、
黙
々

と
作
業
す
る

一
団
が
あ
る
。
作
業
員
六
六

0
名
、
職

員
六

0
名
、
ダ
ン
プ
カ
ー
ニ
五
台
、
掘
削
機
八
台
、

ロ
ー
ダ
ー
六
台
、
ト
ラ
ク
タ
ー
ニ

0
台
が
広
大
な
沙

漠
の
中
で
う
ご
め
く
。
そ
の
様
は
、
さ
な
が
ら
巣
作

り
に
励
む
ア
リ
の
群
で
あ
る
。

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
ジ
ャ

ラ
ラ
バ
ー
ド
か
ら
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に
あ
り
、

そ
の
幅
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
と
ラ
グ
マ
ン
と
の
州
境
に
当
た

る
。
厳
し
い
自
然
条
件
の
た
め
に
交
通
路
と
し
て
は

不
向
き
で
、
古
来
多
く
の
旅
人
た
ち
を
葬
っ
て
き
た
。

こ
の
沙
漠
が
、
六
年
前
着
工
し
た

P
M
S
（
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
の
終
点
で
あ
る
。
現
地
の
こ
と
わ
ざ
に
、

「
ガ
ン

ベ
リ
の
よ
う
に
喉
が
渇
く

」
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
、
乾

燥
し
た
荒
地
と
し
て
有
名
だ
。
初
め
の
頃
、
こ
こ
が

緑
の
楽
圏
に
な
る
と
は
誰
も
信
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
、

こ
の
六
年
間
、
用
水
路
は
、
難
工
事
を
重
ね
な
が
ら

全
長
―

1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
を
完
成
、
約
二
五

0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
潤
さ
れ
て
緑
を
回
復
し
た
。

残
る
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
こ
の
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
沿

い
の
岩
盤
地
帯
と
沙
漠
横
断
路
で
あ
る
。
こ
の
完
成

が
目
前
に
迫

っ
て
い
る
。

工
事
は
昨
年
十

一
月
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、

予
想
以
上
の
難
所
と
な
っ
た
。
沙
漠
の
熱
風
は
ア
フ

P
M
S
の
「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
」
が
実
行
に

建
設
の
い
き
さ
つ

ガ
ン
人
に
と

っ
て
も
尋
常
で
は
な
い
。
「
夏
前
ま
で

に
完
成
」
が
合
言
葉
だ
っ

た
の
に
、
こ
れ
ま
で
の
エ

事
の
後
始
末
、
マ
ド
ラ
サ
建
設
、
他
の
取
水
口
の

建
設
、
湿
地
帯
処
理
、
地
方
政
府
や
米
軍

・
軍
閥
と

の
折
衝
、
例
年
に
な
い
雨
天
続
き
な
ど
で
、
大
幅
に

遅
れ
て
い
た
。
「
夏
は
働
け
な
い
」
と
皆
思
っ
た
が
、

こ
の
機
を
逃
し
て
は
仕
上
が
ら
な
い
。
気
力
と
希
望

に
す
が
り
な
が
ら
の
挑
戦
と
な
っ
た
。

難行を極めた岩盤まわりの工事
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クナール河の取水口と斜め堰

参考とした筑後川（福岡県）の山田堰

移
さ
れ
た
の
は
、
二

0
0
1
云
一
年
三
月
十
九
日
、
米
軍

の
イ
ラ
ク
侵
攻
の
前
日
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
周
辺
は
空
前
の
規
模
で
農
村
の
沙
漠
化
が

進
行
し
て
い
た
。
か
つ
て
こ
の
一
帯
は
ア
フ
ガ
ン

東
部
で
豊
か
な
穀
倉
地
帯
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
が
、

か
ん
ば
つ

一
九
九
九
年
か
ら
旱
魃
が
次
第
に
ひ
ど
く
な
り
、
廃

村
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
農
民
た
ち
は
続
々
と
村
を

離
れ
、
多
く
は
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
へ
難
民
と

し
て
流
れ
て
い
っ
た
。
折
悪
し
く
前
後
し
て
、
旧
タ

リ
バ
ン
政
権
と
英
米
と
の
衝
突
が
起
き
た
。
一
九
九

八
年
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
は
米
国
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル

の
攻
繋
に
さ
ら
さ
れ
、
二

0
0
一
年
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
同
時
多
発
テ
ロ
」
が
起
き
る
と
直
ち
に
激
し

い
空
燥
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
政
治
的
混
乱
は

激
し
く
な
る
ば
か
り
で
出
口
が
見
え
な
い
が
、
世
界

い
た
ず
ら

の
耳
目
は
徒
に
政
情
に
集
中
し
、
人
々
の
本
当
の
困

窮
は
伝
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
人
の
大
半
が
自
給
自
足
の
農
民
で
あ
る
。

米
軍
の
進
駐
に
続
い
て
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」
が
話
題

と
な
っ
た
が
、
農
村
地
帯
が
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
。

P
M
S
は
既
に
二

0
0
0
年
か
ら
医

療
だ
け
で
な
く
、
飲
料
水
源
（
井
戸
・
カ
レ
ー
ズ
）

の
確
保
に
の
り
だ
し
て
い
た
が
、
飢
餓
と
難
民
化
が

後
を
絶
た
ぬ
状
態
で
、
よ
り
抜
本
的
な
「
農
村
復
興

初
め
、
手
さ
ぐ
り
の
時
期
が
続
い
た
。
一
介
の
医

師
に
と
っ
て
、
農
業
土
木
の
分
野
は
余
り
に
緑
遠
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仮
に
現
代
日
本
の
技
術
を

駆
使
で
き
て
も
、
現
在
の
用
水
路
が
で
き
た
か
ど
う

か
疑
問
で
あ
る
。
単
純
な
手
作
業
を
多
く
も
り
こ
み
、

現
地
で
維
持
補
修
が
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
現
地

と
日
本
の
古
い
水
利
施
設
で
あ
っ
た
。
両
者
の
類
似

点
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
機
械
を
使
わ
ず
、
人
力

に
頼
る
方
法
で
あ
る
。

特
に
、
直
に
自
然
と
刷
き
合
う
河
川
か
ら
の
取

水
技
術
、
自
然
の
猛
威
か
ら
身
を
守
る
術
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
河
床
の
堰
上
げ
、
護
岸
、
土
石
流
・
鉄
砲
水

対
策
、
防
風
対
策
な
ど
、
自
然
と
の
格
闘
に
明
け
暮
れ

る
中
、
基
本
的
考
え
は
昔
の
も
の
を
踏
襲
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
意
図
的
に
真
似
た
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た

技
術
力
と
物
量
の
中
で
、
ど
う
あ
が
い
て
も
、
そ
れ
以

外
の
方
法
を
と
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
取
水
堰
は
福

岡
県
の
筑
後
川
沿
い
に
あ
る
山
田
堰
が
モ
デ
ル
と
な
り
、

改
良
を
年
々
加
え
て

P
M
S
独
自
の
方
法
が
確
立
さ
れ

た
。
護
岸
法
で
は
蛇
籠
工
法
や
石
出
し
水
制
を
駆
使
し

て
洪
水
・
決
壊
被
害
を
乗
り
切
っ
た
。
貯
水
池
も
自
宅

適
正
技
術
の
習
得
I

人
と
自
然
と
の
間

事
業
」
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
用
水
路
計
画
が
始

ま
っ
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
当
時
、
誰
も
手
を
つ
け
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
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用水路の概要

水路の名称

全長

場所

マルワリ ード用水路 (MarwaridCanal, Marwarid はペルシャ語で「真珠」の意）

約 23.6km （第一期； 13.0km、第二期； 10.6km) 

アフガニスタン国クナール州ジャリババからナンガルハル州シェイワ郡プディアライ村を経て、同郡

シギ村ガンベリ沙漠まで

0.00073 

17.2m (ジャリババ取水口 633.5m,ブディアライ村 624.4m,ガンベリ砂漠末端 616.3m) 

4.5 - 5.5 rrl /sec.（限界最大盤 6.0rrl) 

45% （浸透損失 20%、無効水 25%)

3.0 - 4.5 rrl /sec.（一日25-40万トン）

約 9,700ヘクタ ール （約 9,700町歩）

＊既に漉漑している耕地と給水量から算出。土壌の保水性、作付けの相違で、日本の基準とは必ずし

も一致しない。

200,380本 (2009年 ］月現在）、 うち第一期］26,150本，第二期 74,230本

PMS （ペシャ ワール会医療サービス）

第一期工事； （竣工） 2003年 3月 19日～ 2007年 4月 30日、第二期工事； （建設中） 2007年 5月 1日

- 2009年6月 15日予定

* 2008年 1月 1日～ 2009年 5月 17日の実組を示す。詳細は次号 (100号）に掲載。

平均傾命
標高差じ否姜）

！ 推定冦漑可能面積

水路沿い植樹総数

壁 エ者
工期

つ
つ

み

近
辺
の
堤
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
石

や
土
の
性
状
、
地
形
を
考
慮
し
、
か
な
り
計
算
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
結
論
は
吾
々
の
知
恵
は
古
人
に
及
ば

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
完
成
し
つ
つ
あ
る
吾
が

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
、
日
本
人
の
御
先
祖
さ
ま
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
、
と
告
白
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

六
年
を
ふ
り
か
え
る
と
、
自
然
は
決
し
て
過
剰
な

要
求
を
し
な
い
。
「
過
酷
な
自
然
」
と
は
、
人
間
側

が
欲
望
の
分
だ
け
言
う
の
で
あ
っ
て
、
自
然
を
意
の

ま
ま
に
操
作
し
よ
う
と
す
る
昨
今
の
風
潮
は
思
い
あ

が
り
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
河
の
支
流
、
ク
ナ
ー
ル

河
は
簡
単
に
制
御
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
殊
に
取

水
口
の
建
設
は
、
人
為
と
自
然
の
危
う
い
接
点
で
あ

り
、
「
少
し
ば
か
り
お
恵
み
下
さ
い
」
と
い
う
姿
勢

が
な
け
れ
ば
と
て
も
成
功
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
遊
水
地
」
や
護
岸
怯
の
着
想
も
そ
う
で
、
古
人
は

自
然
を
制
御
す
る
の
で
は
な
く
、
同
居
す
る
知
恵
を

生
か

し
た
の
で
あ
る。

人
里
を
守
る

ニ
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
は
、
単
に
水
を
送

っ

て――

1
0
0
0町
歩
の
農
地
を
確
保
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
。
水
路
自
身
が
山
麓
地
帯
の
人
里
の
守
り
役
に
な

っ
て
い
る
。
水
路
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
支

脈
・
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド
山
系
の
南
麗
を
岩
盤
沿
い
に
走
る
。

当
然
多
数
の
谷
を
横
切
り
、
崖
地
沿
い

に
建
設
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全

域
に
わ
た
っ
て
上
流
の
降
雨
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
茶
褐
色
の

山
肌
は
、
殆
ん
ど
植
生
が
な
く
、
保
水
性
に
乏
し
い
。

乾
燥
地
と
い
え
ど
も
、
き
ま
ぐ
れ
な
集
中
豪
雨
の
規
模

は
甚
だ
大
き
い
も
の
で
、
ご
く
短
時
間
に
襲
う
鉄
砲
水

に
し
ば
し
ば
泣
か
さ
れ
た
。

し
か
し
、
吾
々
が
泣
く
分
だ
け
、
人
里
は
安
泰
に

な
る
。
か
つ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
鉄
砲
水
や
洪
水
が
、

こ
と
ご
と
く
水
路
内
に
流
れ
込
む
か
ら
だ
。
そ
こ
で

途
中
か
ら
着
想
を
変
え
、
岩
盤
沿
い
や
小
さ
な
谷
程

度
の
雨
水
は
積
極
的
に
水
路
内
に
と
り
こ
む
設
計
と

ら
ょ

r，ピ

な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
な
ど
超
弩
級
の 蛇籠で護岸した用水路。17万本以上の柳を植樹
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通水前のK池 (2007年3月）

通水後のK池と甦った田畑 (2009年 3月）

谷
は
サ
イ
フ
ォ
ン
で
く
ぐ
ら
せ
る
が
、
大
抵
は
と
り

こ
む
。
貯
水
池
が
や
た
ら
に
多
く
、
全
体
に
ゆ
と
り

の
あ
る
幅
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

ま
た
土
石
流
の
谷
で
は
植
林
に
努
め
、
猛
烈
な
勢
い

で
下
る
流
水
の
速
度
を
落
と
そ
う
と
し
た
。
ガ
ン
ベ

リ
沙
漠
で
は
日
本
の
海
岸
と
同
じ
よ
う
に
、
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
防
風
・
防
砂
林
を
造
成
し
た
。

水
路
が
守
る
の
は
洪
水
ば
か
り
で
な
く
、
里
の
人

間
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
水
争
い
で
殺
傷
沙
汰
が

絶
え
な
か
っ
た
村
同
士
の
歴
史
的
な
和
解
も
、
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
用
水
路
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
「
衣

食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
」
と
い
う
の
は
本
当
で
あ
る
。

ま
た
、
作
業
員
は
全
て
近
隣
農
民
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
ら
に
落
ち
る
日
当
も
バ
カ
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の

六
年
間
で
延
べ
五
五
万
人
が
作
菓
に
従
事
し
た
。
シ

ェ
イ
ワ
郡
で
は
作
業
に
携
わ
ら
な
か
っ
た
壮
青
年
を

捜
す
方
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
。
不
幸
に
し
て
水
路

の
恩
恵
に
浴
さ
な
か
っ
た
村
で
は
、
賃
金
収
入
で
生

活
が
保
障
さ
れ
て
苔
た
例
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
村

で
は
、
作
業
員
が
半
ば
熟
練
エ
と
な
っ
て
い
て
、
蛇

か
ご籠

の
制
作
、
鉄
筋
の
裁
断
、
水
路
や
マ
ド
ラ
サ
建
設

に
欠
か
せ
ぬ
人
員
を
補
給
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
て
他
地
域
に
出
稼
ぎ
に
行
け
る
者
も
い

る
。
「
用
水
路
事
業
が
な
い
と
と
っ
く
の
昔
に
難
民

百
姓
が
作
っ
た
水
路

取
り
込
ま
れ
た
水
は
、
用
水
路
を
通
し
て
人
里
を

潤
す
。
こ
の
用
水
路
の
大
半
が
蛇
籠
エ
と
柳
枝
工
で

成
り
立
っ
て
お
り
、
土
、
石
、
木
が
主
な
要
素
で
あ

る
。
伝
統
技
術
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
先
に
述

べ
た
が
、
当
然
、
作
業
員
で
あ
る
ア
フ
ガ
ン
農
民
が

日
常
か
ら
身
に
つ
け
て
い
る
技
術
が
活
躍
し
た
。
掘

削
機
な
ど
の
機
械
力
は
入
っ
て
い
る
が
、
最
終
仕
上

げ
は
必
ず
手
作
業
に
拠
っ
た
。
特
に
石
垣
や
蛇
籠
組

み
な
ど
、
石
を
扱
う
仕
事
は
そ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は

有
能
な
石
工
で
も
あ
る
の
だ
。
ま
た
、
水
は
農
民
に

と
っ
て
生
命
線
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
観
察
力
は
侮

れ
な
い
。
理
屈
を
言
っ
て
も
彼
ら
は
信
用
せ
ず
、
た

だ
「
本
当
に
水
が
来
た
」
と
い
う
事
実
だ
け
が
説
得

力
を
持
つ
。
灌
漑
事
業
と
は
、
農
耕
と
同
じ
く
、
徹

底
し
た
経
験
実
学
で
あ
る
。

初
め
の
頃
居
た
「
技
術
者
」
と
自
称
す
る
も
の
は

全
て
去
り
、
残
る
は
近
隣
農
民
、
教
師
、
ム
ッ
ラ
ー
、

医
療
関
係
な
ど
の
職
員
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
現
場
監

督
と
し
て
年
ご
と
に
経
験
を
重
ね
、
「
自
覚
し
な
い

技
術
者
」
と
し
て
、
指
示
さ
れ
た
工
程
を
一
枚
の

「
絵
図
面
」
で
理
解
し
、
忠
実
に
施
工
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
し
に
、
百
姓
で
あ
る

自
分
た
ち
が
造
っ
た
」
と
い
う
の
が
作
菓
員
や
職
員

た
ち
の
誇
り
に
な
っ
て
い
る
。

P
M
S
が
自
伯
を
持

っ
て
「
将
来
の
水
路
保
全
」
を
述
べ
る
と
き
、
彼
ら

化
し
て
い
た
」
と

0
を
そ
ろ
え
る
。
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マ
ド
ラ
サ
と
自
立
定
落
村
の
建
設

が
い
つ
で
も
速
や
か
に
動
け
る
と
い
う
経
験
、

の
水
路
へ
の
愛
着
が
背
後
に
あ
る
か
ら
だ
。

人
々

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
事
業
は
、
全
長
二
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
完
成
を
以
っ
て
‘
―
つ
の
区
切
り

と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
吾
々
の
事
業
の
終
わ
り

で
は
な
い
。
「
出
産
が
終
わ
る
」
と
述
べ
る
の
が
正

確
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
用
水
路
に
よ
っ
て
生
活
を

立
て
る
者
は
十
五
万
人
を
下
ら
な
い
。
更
に
増
え
続

け
る
だ
ろ
う
。

P
M
S
が
着
手
し
た
マ
ド
ラ
サ
建
設
と
、
自
立
定

着
村
そ
の
も
の
が
、
私
た
ち
の
願
い
を
象
徴
し
て
い

る
。
マ
ド
ラ
サ
は
ア
フ
ガ
ン
人
の
生
き
る
土
俵
を
提

供
す
る
伝
統
や
文
化
の
要
で
あ
る
。
地
域
の
人
々
が

生
き
る
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
な
し
に
、
単
に
「
生

存
す
る
」
と

い
う
こ
と
は
絵
空
事
に
近
い
。
ど
ん
な

人
間
で
も
、
自
分
が
育

っ
た
宇
宙
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

善
悪
や
美
醜
の
も
の
さ
し
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
同
時
に
、
人
知
が
超
え
て
は
な
ら
ぬ
神
聖
な
普

遍
性
を
戴

い
て
い
る
。

「
ど
ん
な
悪
人
で
も
許
さ
れ、

ど
ん
な
善
人
で
も
裁
か
れ
る
」
と
い
う
逆
説
的
な
自

然
の
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
人

は
そ
の
前
で
謙
扉
に
な
り
、
自
由
を
感
じ
、
人
間
ら

し
い
感
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
用
水
路
は
ま
さ

に
、
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
支
え
る
日
本
側
の

人
々
の
謙
虚
な
祈
り
に
も
支

え
ら
れ
て
、

実
現
し
た

の
で
あ
る
。

か
つ
て
日
本
で
も
、
大
き
な
水
路
事
業
が
完
成

ほ
こ
ら

し
た
と
き
、
必
ず
祠
を
設
け
、
天
の
恵
み
に
感
謝
し
、

無
事
を
祈
願
し
た
。
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
自

分
は
こ
の

二

つ
の
異
な
る
世
界
の
間
で
、
―
つ
の
輝

き
を
垣
間
見
た
気
が
す
る
。
確
か
に
血
な
ま
ぐ
さ
い

出
来
事
や
、
利
害
の
絡
む
ど
ろ
ど
ろ
し
た
争
い
も
絶

え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
こ
の
輝
き
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
。

自
立
定
着
村
の
方
は
、
や
が
て
澗
さ
れ

る
ガ
ン
ベ

リ
沙
漠
の
開
墾
地

（約

二

0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル

）
に
設

け
ら
れ
る
。
用
水
路
建
設
に
携
わ

っ
た
農
民
や
職
員

を
自
活
さ
せ
、
か
つ
経
験
を
生
か
し
て
水
路
維
持
を

子
々
孫
々
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
「
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
試
験
農
場
」
を

継
ぐ
も
の
で
も
あ
り
、
こ
こ
に
医
療
か
ら
出
発
し
農

業
生
産
活
動
に
至
っ
た
、
私
た
ち
の
ひ
と
つ
の
帰
結

点
が
あ
る
。
人
は
自
然
の

一
部
で
あ
り
、
自
然
を
離

れ
て
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
協
力
事
業

」
と
い

っ
て
も
、

吾
々
は
他
人
さ
ま
を
「
助
け
て
や
る
」
た
め
に
水
路

事
業
を
行
っ
た
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
別
に
何
か
の

思
想
や
信
念
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

。
そ
こ
で
自

分
た
ち
を
も
支
え
る
何
か
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
何
か
を
語
る
こ
と
は
や
め
よ
う
。
そ
れ
は
、
言

葉
を
刻
み
だ
し
た
瞬
間
か
ら
人
為
の
加
工
品
で
あ
る

こ
と
を
免
れ
ぬ
何
も
の
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
、
現
地
活

動
二
五
年
の

「
記
念
碑
」
だ
と
言
え
る
。

そ

こ
に

込
め
ら
れ
た
様
々
な
思
い
と
出
来
事
を
つ
づ
る
の
は

自
分
の
能
力
を
超
え
る
。
た
だ
、
こ
の
命
の
流
れ
が
、

絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
、
建
設
に
か
か
わ

っ
た
全
て

の
人
々
に
心
和
む
も
の
を
与
え
る
こ
と
を
祈
る
。
変

転
す
る
殺
伐
な
世
界
に
あ
っ
て
、
こ
こ
に
こ
そ
動
か

ぬ
平
和
が
あ
る
。

中
村
哲

九
州
大
学
医
学
部

卒
。
専
門

11

神

経

内

科

（
現

地

で
は
内
科
・
外
科

も
こ
な
す

）。

国

内

の

病

院

勤

務

を
経
て
、
一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州

の
州
都
ペ

ン
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
―
-
+
―
云
一
年

に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を

柱
に
し
た
、
貧
民
層
の
診
療
に
携
る
。

一
九
八
六

年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開

始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に

三

つ
の
診
療
所
を

設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院

P
M
S
を
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を

待
つ
だ
け
で
な
く
、
バ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯

の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
行
っ
て
い
る
。

―
1
0
0
0
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ

た
大
旱
魃
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘

り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
五
百
ヶ
所
以

上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に

0
二
年
春
か
ら
ア
フ

ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
引
画
「
緑
の
大

地
計
画
」
を
継
続
、

0
三
年
三
月
か
ら
は
灌
慨
水

利
計
画
に
着
手
、
0
七
年
三
月
第

一
期
工
事
完
成
。

年
間
診
療
数
約
七
万
人
（
二

0
0
八
年
度
）。
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◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

帰
国
を
二
日
後
に
ひ
か
え
た
五
月
十
七
日
、
水
路

や
マ
ド
ラ
サ
の
現
場
を
見
て
回
っ
た
。
前
回
、
滞
在

し
た
と
き
に
、
こ
れ
が
最
後
に
な
る
だ
ろ
う
と
息
っ

て
い
た
が
、
性
懲
り
も
な
く
ま
た
現
地
に
来
て
し
ま

っ
て
、
一
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
ヶ

月
間
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
事
務
所
で
の
仕
事
で
現

場
に
出
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
最
後
に
現
場
を
見
て
お
こ
う
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
一
緒
に
働
い
て
き
た
人
た
ち
に
別
れ
を
告

げ
な
け
れ
ば
と
も
。

現
場
は
以
前
と
変
わ
り
な
く
、
炎
天
下
の
暑
さ
に

も
負
け
ず
、
み
ん
な
せ
っ
せ
と
働
い
て
い
た
。
モ
ス

ク
の
壁
に
モ
ル
タ
ル
を
塗
る
左
官
た
ち
。
マ
ド
ラ
サ

の
屋
根
に
土
を
敷
く
作
業
員
。
教
室
の
窓
枠
を
取
り

付
け
る
大
工
。
水
路
沿
い
の
柳
や
桑
の
木
に
水
や
り

を
す
る
植
樹
チ
ー
ム
。
手
ご
ろ
な
石
を
ト
ラ
ク
タ
—

の
荷
台
に
積
ん
で
作
業
地
に
運
ぶ
採
石
チ
ー
ム
。
運

共に汗を流した仲間

自多
分く

p はの
M 輩；s 

＊ をガ
当 しン

松
て人

>
きと
た

| 

ば
れ
た
石
を
丁
寧
に
積
ん
で
蛇
籠
を
組
み
立
て
る
熟

練
作
業
員
た
ち
。
水
門
を
取
り
付
け
て
い
る
構
造
物

チ
ー
ム
。
盛
り
土
を
シ
ャ
ベ
ル
で
な
ら
し
て
水
路
の

底
を
造
成
し
て
い
る
作
業
員

0

J
a
k
a
g
o

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
針
金
を
金
網
に
編
ん
で
い
る
蛇
籠
職
人
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
必
要
な
鉄
筋
を
切
っ
た
り
曲

げ
た
り
す
る
鉄
筋
加
工
チ
ー
ム
。
ま
だ
ま
だ
他
に

も
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
ー
（
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
）
な
ど
の
重
機
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
。
そ
れ
を
誘
導
し
た
り
指
示
し
た
り
す
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
た
ち
。
各
現
場
に
冷
た
い
井
戸
水
や
休
憩
時
間

の
チ
ャ
イ
を
運
ぶ
ス
タ
ッ
フ
。
現
場
基
地
に
待
機
し

て
無
線
で
現
場
と
連
絡
を
取
り
資
材
の
手
配
な
ど
を

行
う
事
務
ス
タ
ッ
フ
。

ホ
ン
ト
に
多
く
の
ア
フ
ガ
ン
人
た
ち
と
自
分
は
仕

事
を
し
て
き
た
ん
だ
と
実
感
し
た
。
昨
年
の
今
ご
ろ

は
自
分
も
そ
こ
に
い
て
、
共
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

で
も
、
今
回
は
現
場
を
見
ら
れ
る
最
後
の
機
会
と
思

い
、
こ
こ
に
来
た
。
そ
う
思
う
と
寂
し
さ
を
感
じ
る
。

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
遺
し
た
も
の

現
場
で
働
く
彼
ら
と
話
す
と
、
日
本
人
の
名
前
が

よ
く
出
て
く
る
。

「
ホ
ン
ダ
は
ど
う
し
た
。
あ
い
つ
は
来
な
い
の

」

力
？
・

「
コ
ン
ド
ー
の
ナ
ン
バ
ー
知
ら
な
い
か
？

た
い
ん
だ
」

電
話
し

い
ま

「
フ
ジ
サ
ワ
は
も
う
来
な
い
の
か
？

な
っ
た
か
ら
見
せ
た
い
ん
だ
が
」

「
オ
レ
は
ヤ
マ
グ
チ
と
仕
事
し
て
い
た
ん
だ
。

あ
い
つ
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
？
」

「
シ
ン
ド
ー
は
来
て
な
い
の
か
？
オ
レ
は
彼
と
仕

事
が
し
た
い
ん
だ
」

「
こ
れ
を
見
て
く
れ
。
軍
手
が
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
。
サ
サ

キ
に
言
っ
て
持
っ
て
こ
さ
せ
て
く
れ
」

「
オ
ニ
キ
・
サ
ー
ブ
に
ま
た
来
て
く
れ
と
伝
え
て
く

れ
」日

本
人
ワ
ー
カ
ー
が
現
場
に
来
な
く
な
っ
て
半
年

以
上
が
経
つ
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は
ま
た
日
本
人
が
戻

っ
て
く
る
こ
と
を
、
ま
た

一
緒
に
働
け
る
こ
と
を
信

じ
て
い
る
。

結
局
、
別
れ
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
た
の
は
一
部
の

ェ
ン
ジ
ニ
ア
だ
け
だ
っ
た
。
仕
事
中
の
作
業
員
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
は
さ
す
が
に
難
し
か
っ
た
。
別
れ
を

告
げ
る
こ
と
の
で
き
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
一
人
が
言
っ

て
き
た
。

「
な
に
か
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
？
」

「
ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
の
手
助
け
を
」
と
、
答
え
る

と
「
そ
ん
な
の
毎
日
や
っ
て
る
よ
。
こ
ん
な
に
仕
事
し

て
る
ん
だ
か
ら
」
と
、
笑
い
な
が
ら
返
さ
れ
た
。

最
後
に
、
「
で
き
る
こ
と
な
ら
ま
た
戻
っ
て
来
て

く
れ
」
と
い
う
旨
の
こ
と
を
長
々
と
遠
ま
わ
し
に
言

わ
れ
た
。
ど
う
答
え
よ
う
も
な
く
、
抱
擁
と
握
手
を

交
わ
し
別
れ
た
。
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。

い
つ
か
ま
た

樹
が
大
苔
＜
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五
月
十
一
日
、
マ
ド
ラ
サ
の
体
験
入
学
が
行
わ
れ

た
。
正
式
な
開
校
は
こ
ち
ら
の
夏
休
み
が
明
け
、
校

舎
の
内
装
工
事
が
終
わ
る
九
月
頃
の
予
定
だ
が
、
子

ど
も
達
が
待
ち
わ
び
て
い
る
の
で
お
披
露
目
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。
十
二
学
年
全
十
ニ
ク
ラ
ス
で
は

一
日
限
り
の
授
業
が
あ
り
、
中
村
先
生
は
そ
の
全
て

の
学
級
を
訪
れ
生
徒
達
に
短
い
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
。

恥
ず
か
し
そ
う
に
中
村
先
生
へ
花
を
渡
す
男
の
子

（
こ
こ
に
は
花
屋
は
な
い
。
こ
の
花
は
近
く
で
摘
ん

で
き
た
も
の
で
、
根
に
は
土
も
付
い
て
い
た
）
。
ジ

ュ
ー
ス
を
渡
す
男
の
子
。
そ
れ
を
見
て
い
た
学
校
の

先
生
や

P
M
S
職
員
の
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
朗
ら
か

な
表
情
。
こ
れ
ら
の
場
面
を
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
記

録
に
残
す
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
松
永
さ
ん
の
ニ
コ
ニ
コ

体
験
入
学

P
M
S
事
務
担
当

村
井
光
義

中
村
先
生
の
両
手
は

花
で
溢
れ
て
い
た

水
路
は
最
終
地
点
の
あ
る
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
を
横
断

し
始
め
て
い
た
。
そ
こ
に
水
が
流
れ
る
の
は
間
近
だ
。

水
が
来
る
と
、
こ
の
沙
漠
の
こ
の

一
帯
が
緑
に
覆
わ

れ
る
。

H
地
区
の
ス
ラ

ン
プ
ー
ル
平
野
や

J
、

K
地

区
の
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
下
流
地
域
の
荒
地
が
田
畑
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
を
自
分
は
こ
の
五
年
間
で
見
て
苔

『

Jo
f
 こ

の
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
も
そ
う
な
る
。

し
た
顔
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
な
ん
で
今
日
一
日
だ

け
な
の
？
」
と
言
っ
て
い
た
。

日
々
営
ま
れ
る
生
活

こ
の
半
年
、
私
は
現
地
を
離
れ
日
本
で
過
ご
し
た
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
る
と
『
自
爆
テ
ロ
で

0
0人
が

死
亡
、
米
軍
空
爆
に
よ
り

0
0人
が
死
亡
、
銃
撃
戦

に
よ
り
国
軍
、
米
軍
、
武
装
勢
力
双
方
に
多
数
の
死

者
j

等
々
、
空
爆
、
銃
撃
戦
に
よ
る
死
し
か
報
道
さ

れ
ず
、
そ
れ
さ
え
人
の
死
と
言
う
よ
り
も
、
数
と
し

て
し
か
扱
わ
れ
な
い
。
そ
の
出
来
事
は
家
族
、
友
達
、

周
り
の
人
を
ひ
た
す
ら
悲
し
く
す
る
非
常
に
辛
い
も

の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情

報
ば
か
り
聞
い
て
い
る
と
、
ソ
ビ
エ
ト
侵
攻
、
軍
閥

同
士
の
内
戦
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
主
力
と
す
る
国
際
部

隊
の
展
開
、
大
旱
魃
な
ど
の
状
況
下
で
生
き
て
い
る

人
々
の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
日
本
を
出
発
す
る

前
、
い
つ
も
よ
り
不
安
が
あ
っ
た
。
私
の
頭
は
負
の

イ
メ
ー
ジ
で
い
っ
ば
い
だ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
実

際
に
は
、
家
族
を
養
う
た
め
に
仕
事
に
精
を
出
す
男

た
ち
、
家
を
守
る
女
た
ち
、
親
の
手
伝
い
を
す
る
子

ど
も
た
ち
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
以
前
と
変
わ
ら

な
い
日
々
営
ま
れ
る
生
活
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
と

同
じ
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
忘
れ
か
け
て
い
た
。
世

に
あ
る
情
報
は
ご
く
一
部
で
、
当
り
前
の
日
常
が
陀

一
年
後
か
、

二
年
後
か
。
そ
う
確
信
す
る
。
だ
か
ら
、

た
こ
こ
に
必
ず
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
。

れ
た
こ
の
地
を
見
る
た
め
に
。

い
つ
か
ま

緑
に
覆
わ

れ
て
し
ま
う
。
様
々
な
立
場
が
あ
れ
ば
、

l

つ
の
事

実
で
も
見
え
方
が
違
っ
て
く
る
。
報
道
で
は
マ
ド
ラ

サ
は
テ
ロ
リ
ス
ト
の
温
床
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
ド
ラ
サ
は
宗
教
だ
け
で
な
く
、
国
語
、
数
学
、

理
科
、
礼
会
の
授
業
も
あ
る
。
貧
し
い
家
庭
の
子
が

多
く
、
孤
児
も
受
け
入
れ
る
。
日
本
人
宿
舎
の
世
話

人
マ
マ
ジ
ャ
ン
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
通
う
こ
と
も

な
い
の
に
マ
ド
ラ
サ
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
喜
ん

で
い
る
。
外
国
か
ら
一
時
的
に
や
っ
て
来
た
者
に
は

こ
の
感
覚
は
分
か
ら
な
い
が
、
今
残
っ
て
い
る
慣
習

に
は
、
今
ま
で
洵
汰
さ
れ
る
中
で
残
っ
て
き
た
理
由

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

職
員
を
率
い
、
事
務
所
の
空
い
た
土
地
を
耕
し
野

莱
畑
に
し
た
副
院
長
。
車
を
運
転
す
る
よ
り
楽
し
そ

う
に
農
作
業
す
る
運
転
手
。
頭
と
耳
の
隙
間
に
、
鉛

筆
代
わ
り
に
サ
化
を
挟
む
事
務
職
員
。
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
庭
を
自
慢
す
る
門
衛
。
自
然
と
と
も
に
、
水

と
と
も
に
生
き
る
農
民
が
な
ぜ
殺
し
合
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。
私
が
こ
こ
で
接
し
た
人
は
誰
も
戦

争
を
望
ん
で
い
な
い
。

中
村
先
生
の
「
学
校
が
で
苔
て
嬉
し
い
か
？
」
と

い
う
問
い
に
、
子
ど
も
た
ち
は
「
嬉
し
い
ー
11"
」
と

声
を
揃
え
て
答
え
た
。
花
を
渡
す
た
め
に
先
生
を
取

り
囲
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。
あ
い
さ
つ
が
終
わ
っ
た
頃
、

中
村
先
生
の
両
手
は
花
で
濫
れ
て
い
た
。
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伊藤和也さんのこ‘家族から預かったメッセージと伊

藤さんが受賞されたシチズン・オブ・ザ・イヤーの

時計。時計はダラエヌールの診療所に掛けられる

六
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
水
路
事
業
の
完
成
を
目

前
に
し
、
マ
ド
ラ
サ
の
開
校
を
祝
う
と
い
う
こ
と
で

四
年
ぶ
り
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
。

二

0

0
二
年
に
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。
千
本
ほ
ど
の
生
活
用
水
の
井
戸
を

掘
り
、
灌
漑
用
井
戸
第

一
号
が
完
成
し
、
修
理
し
た

カ
レ
ー
ズ
か
ら
の
水
も
加
え
て
緑
が
回
復
し
て
き
て

い
た
。
し
か
し
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
下
流
域
の
ブ
デ
ィ

ア
ラ
イ
は
畑
の
痕
跡
は
か
す
か
に
残
っ
て
い
る
が
巨

石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
、
ま
っ
た
く
の
荒
野
に
見
え
た
。

ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
や
ワ
マ
を
訪
れ
る
た
め
に
ク
ナ
ー
ル

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
副
会
長

村
？
工

俸
g

四
年
ぶ
り
の
訪
間

言

葉
を
超
え
た
感
動
に
冠
ま
れ

河
沿
い
を
北
へ
走
っ
て
も
周
囲
は
岩
石
砂
漠
で
、
よ

く
見
る
と
畑
跡
と
見
え
な
く
も
な
い
荒
野
が
続
い
た
。

用
水
路
の
工
事
が
始
ま
っ
て
最
後
に
訪
問
し
た
の

は

0
五
年
春
で
、
当
時
は
取
水
口
が
完
成
し
ス
ラ
ン

プ
ー
ル

(E
地
点
の
近
く
）
ま
で
水
路
が
来
て
、
初

め
て
畑
に
通
水
を
し
た
時
で
、
住
民
の
喜
び
よ
う
や

活
気
は
記
憶
に
あ
る
。
水
路
の
柳
が
そ
の
前
年
に
訪

れ
た
時
よ
り
は
大
き
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
一
面
に

麦
が
実
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
ま
だ
土
木

工
事
の
現
場
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
今
回
の
訪
問
。
水
路
の
両
脇
の
柳
は
す
で

に
古
木
の
風
格
が
あ
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
緑
の
線

が
延
々
と
続
き
、
そ
の
両
脇

一
帯
に
麦
畑
が
大
き
く

広
が
り
、
水
が
来
た
地
域
か
ら
農
地
が
広
が
り
、
新

し
い
家
が
で
き
、
こ
の
地
で
普
通
の
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
。
カ
マ
や
ベ
ス
ー
ド
用
水
路
な
ど
の
取
水
口

を
修
理
し
て
使
用
可
能
に
し
た
も
の
を
含
め
て
、
人

D
四

0
万
人
以
上
の
人
々
が
生
活
を
行
う
こ
と
が
で

含
る
耕
地
が
広
が
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
村
に
は
子

供
が
増
え
、
水
路
の
遊
水
地
に
は
人
々
が
集
い
、
遊

び
、
祈
り
、
オ
リ
ー
プ
や
プ
ラ
ム
や
ア
ン
ズ
が
小
さ

く
も
果
実
を
な
ら
し
、
こ
の
地
に
戦
禍
が
槃
っ
て
い

の
ど
か

る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
長
閑
さ
が
あ
る
。
水
路
は
二

四
キ
ロ
続
く
緑
の
線
を
な
し
、
福
岡
市
を
縦
断
す
る

距
離
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
水
路
本
体
よ
り
分
枝
の

水
路
が
で
き
て
水
を
め
ぐ
ら
し
、
家
庭
莱
園
を
作
っ

て
い
る
様
は
平
和
そ
の
も
の
で
あ
る
。
昔
か
ら
こ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
畑
が
あ
り
、
土
で
作
っ
た
家
々

が
自
然
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
医
療
よ
り
始

ま
っ
た
活
動
が
、
新
し
い
村
作
り
（
自
立
定
着
村
）
、

試
験
農
業
、
水
源
活
用
し
た
養
魚
、
水
路
工
事
技
術

を
広
く
蓄
積
し
、
学
校
（
マ
ド
ラ
サ
）
や
モ
ス
ク
な

ど
精
神
性
に
か
か
わ
る
も
の
、
生
活
の
す
べ
て
に

広
が
っ
て
い
る
。
植
樹
し
た
柳
、
ク
ワ
、
ユ
ー
カ
リ
、

ガ
ズ
（
糸
杉
の
よ
う
な
木
）
、
オ
リ
ー
プ
や
他
の
果

樹
は
数
十
万
本
を
超
え
て
い
る
。
ど
れ

一
っ
と
っ
て

も
感
動
的
な
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
訪
問
で
言
葉
を

超
え
た
感
動
が
私
を
包
み
、
写
真
で
は
伝
わ
ら
な
い

生
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
当
に
沢
山

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
人
々
を
思
い
浮
か
べ
、

人
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
す
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し

一
方
で
移
動
に
は
武
装
し
た
国
軍
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や
警
察
官
が
同
行
し
、
慎
璽
な
行
動
や
、

頻
繁
に
飛
び
交
う
攻
撃
用
ヘ
リ
、
不
気
味
な
無
人
探

査
機
な
ど
、
戦
争
と
直
結
す
る
出
来
事
も
眼
前
に
あ

り
、
こ
の
地
域
の
実
情
を
理
解
す
る
困
難
さ
が
あ
る
。

点
と
闇
の
中
で
の
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
と
表
現
す

る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
住
民
の
生
活
は
水
路

と
そ
の
関
連
事
業
で
着
実
に
豊
か
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
地
で
多
く

の
人
々
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
肝
に
銘
じ
る

べ
き
で
、
私
た
ち
も
伊
藤
和
也
君
を
失
っ
た
。
今
回

は
伊
藤
和
也
君
の
家
族
よ
り
托
さ
れ
た
時
計
や
文
具
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
す
こ
と
も
で
き
た
。

中
村
哲
医
師
の
表
現
で
は
、
難
産
で
は
あ
っ
た
が

ア
フ
ガ
ン
人
と

H
本
人
が
協
力
し
て
、
こ
の
地
域
に

新
し
く
子
供
（
地
域
）
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は

こ
の
子
供
を
育
て
、
見
守
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

た
。
四
年
ぶ
り
の
訪
問
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
人
々

に
感
謝
し
た
い
。



2009年 5月 27日 ペシャ ワール会報 号外 12 

跡

円

でこ
足

75

集
ろ

刑

文

こ

た

5

のン
ぽ

悼

m
m
ぃ

の

90
-＿ 

夕
こ

追砂

J
ù
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ア
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鳳

医者、川水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

中村哲 用水路建設事業の7年をつ
づった感動の記録 【3刷】1890円

丸腰のボランティア
すぺて碍場から学んだ
中村哲編 (2刷]1890円

空爆と「復興J(2刷】1890円

辺境で診る [3刷11890円

辺境から見る
ダラエ・ヌ―]レヘの道

13刷]2100円

医者井戸を掘る 濃晶

医は国境を越えて K61麿枷
ペシャワールにて 富）円

愚者四這
の物語

1890円

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社 電話092(714)4838

価格はすべて税込価格（税5%）です

●
事
務
局
便
り

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
始
ま
っ
て
以
来
二
度
目
の
「
号
外
」
を
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。
今
回
は
中
村
医
師
の
た
っ
て
の
希
望
で
も
あ
る
。

現
地
の
中
村
医
師
と
四
月
の
あ
る
日
電
話
を
交
わ
し
て
い
た

時
「
号
外
を
出
せ
な
い
か
」
と
の
一
言
に
私
は
、
「
先
生
、
九
九
号
が

出
た
ば
か
し
で
、
六
月
末
に
は
一

0
0
号
も
出
ま
す
よ
」
と
に
べ
も

な
く
答
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
日
の
夜
中
に
ふ
と

H
が
覚
め
る
と
、

あ
る
思
い
に
繋
た
れ
る
よ
う
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

二
0
0
三
年
三
月
に
始
ま
っ
た
灌
漑
用
水
路
工
事
が
、
六
年
数

カ
月
を
か
け
て
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
完

成
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
い
る
。
中
村
医
師
か
ら
の
メ
ー
ル
に
よ
る

進
行
報
告
は
、
ほ
ぼ
毎
日
届
き
始
め
て
い
た
。
こ
ん
な
頻
繁
な
通

信
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
務
局
は
こ
の
日
々
の
報
告

を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
待
ち
受
け
て
い
た
。

「
号
外
を
出
し
た
い
」
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
会
員
の
み
な
さ
ん
に
も
、
こ

の
現
地
の
空
気
を
一
刻
も
早
く
共
有
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
中
村
医

師
の
溢
れ
る
思
い
だ
と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
迂
闊
な
こ

と
で
あ
っ
た
。

用
水
路
建
設
は
、
徒
手
空
拳
の
出
発
だ
っ
た
。

一人
の
医
師
が
、

土
木
工
学
を
独
学
で
学
び
、
設
計
は
も
ち
ろ
ん
現
場
で
の
指
揮

に
止
ま
ら
ず
自
ら
璽
機
を
遥
転
し
て
の
獅
子
奮
迅
の
闘
い
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
中
村
医
師
一人
の
闘
い
で
は
な
い
。
馳
せ
参
じ
た
数
十
人

の
無
名
の
日
本
人
青
年
た
ち
、
汗
と
埃
に
ま
み
れ
て
作
業
し
た
延

べ
数
十
万
人
の
ア
フ
ガ
ン
人
。
そ
れ
を
支
え
続
け
た
数
万
の
日
本
側

の
会
員
や
共
感
者
た
ち
。
こ
れ
ま
で
か
か
っ
た
十
五
億
円
ほ
ど
の
お

金
も
、
会
貸
と
寄
付
の
み
で
賄
わ
れ
た
。
ど
れ
一
っ
が
欠
け
て
も
成

就
で
き
な
か
っ
た
事
業
だ
。

こ
の
春
か
ら
、
松
永
、
村
井
の
二
人
の
青
年
が
現
地
に
短
期
赴

任
し
て
い
る
。
現
地
の
事
業
は
お
お
む
ね
順
調
だ
が
、
会
計
事
務

に
現
地
が
不
安
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
地
の
治
安
は
悪
化
し

続
け
て
い
る
。
派
遣
を
渋
る
私
の
も
と
に
、
二
人
は
直
訴
し
て
き

‘,3 

た
。
「
君
ら
に
何
か
あ
れ
ば
、
現
地
事
業
が
保
た
な
い
」
と
い
う
私
に
、

「
現
地
事
業
が
自
分
達
を
必
要
と
す
る
限
り
行
か
せ
て
く
れ
」
と

訴
え
た
。
こ
れ
は
自
己
費
任
な
ど
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
彼
ら

も
私
も
現
地
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
事
業
に
関
わ
っ
た
者
で
、
志
を
高
く
掲
げ
た
も
の
は
一
人
と

し
て
い
な
か
っ
た
。
あ
え
て
い
え
ば
、
志
を
深
く
秘
め
た
者
達
の

日
々
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
だ
け
だ
と
い
え
る
。
中
村
医
師
は
言
う
。

「
ま
だ
出
産
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
」

●
中
村
医
師
の
帰
国
延
期

用
水
路
工
事
の
完
成
が
目
前
で
あ
る
こ
と
と
集
中
豪
雨
に
よ
る

工
期
の
遅
れ
で
、
帰
国
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
総
会

は
中
村
医
師
不
在
で
行
い
ま
す
。
講
演
を
予
定
さ
れ
て
い
た
方
々

に
は
大
変
御
述
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
深
く
お
詫
び
す
る
と

共
に
、
事
情
こ
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三

号

TELO
九

ニ

ー

七

三
一

ー

ニ
三
七
二
）

内

に

お
く
。

上
村
第
ニ
ビ
ル
六
〇

福
岡
市
中
央
区
大

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

会

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

且
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想

・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支

え
合
い

」

の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、

0
0
0円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0円
、
維
持
会
員
一

0
、

0
0
0円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

⑤
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
侮
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

（
〒
八

一
0
|
0
0
四
一

名
一
丁
目
一

0
1
二
五

゜
ニノ 動

と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
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